
明
治
１
５
０
年
前
半
の
歴
史 

黒･

日
本
国
内
の
で
き
ご
と 

赤･
国
外
及
び
対
外
的
で
き
ご
と 

紫･

日
本
軍
に
よ
る
空
襲 

緑･

日
本
へ
の
空
襲 

１
８
６
８ 

明
治
元
年 

 
 
 
 
 

戊
辰
戦
争
が
始
ま
る(
～
６
９
） 

１
８
６
９ 

版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
る 

１
８
７
１ 

日
清
修
好
条
規
を
結
ぶ 

 

廃
藩
置
県
を
行
う 

１
８
７
２ 

学
制
を
定
め
る 

鉄
道
が
開
通
す
る 

１
８
７
３ 

徴
兵
令
を
出
す  

地
租
改
正
条
例
を
出
す 

１
８
７
４ 

民
選
議
員
建
白
書
を
提
出
す
る 

台
湾
に
出
兵
す
る 

佐
賀
の
乱
が
起
こ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
７
５ 

朝
鮮
で
江
華
島
事
件
を
起
こ
す 

出
版
条
例
改
正
・
新
聞
紙
条
例
・
讒
謗
律 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
７
６ 

日
朝
修
好
条
規
を
結
ぶ 

神
風
連
の
乱
・
秋
月
の
乱
が
起
こ
る 

１
８
７
７ 

西
南
戦
争
・
萩
の
乱
が
起
こ
る 

１
８
７
９ 

琉
球
を
沖
縄
県
と
す
る(

琉
球
処
分
） 

１
８
８
０ 

集
会
条
例
を
出
す(

集
会
・
結
社
規
制
） 

１
８
８
１ 

国
会
開
設
の
詔
を
出
す 

１
８
８
２ 

軍
人
勅
諭
を
出
す 

 
 
 
 
 

福
島
事
件
が
起
こ
る 

朝
鮮
で
壬
午
軍
乱
が
起
こ
る 

１
８
８
３ 

鹿
鳴
館
が
完
成
す
る 

１
８
８
４ 

秩
父
事
件
が
起
こ
る 

朝
鮮
で
甲
申
政
変
が
起
こ
る 

１
８
８
６ 

学
校
令
を
公
布
す
る 

１
８
８
７ 

保
安
条
例
を
出
す(

自
由
民
権
運
動
弾
圧
） 

１
８
８
９ 

大
日
本
帝
国
憲
法
を
発
布
す
る 

 
 
 
 
 

第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
・
帝
国
議
会 

１
８
９
０ 

教
育
勅
語
を
出
す 

１
８
９
２ 

建
艦
詔
書
を
出
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
９
４ 

朝
鮮
で
甲
午
農
民
戦
争
が
起
こ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

日
清
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
９
５ 

日
清
講
和
条
約
を
結
ぶ(

下
関
条
約
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

三
国
干
渉
が
行
わ
れ
る 

台
湾
総
督
府
を
設
置
す
る 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

１
８
９
７ 

朝
鮮
が
大
韓
帝
国
に
改
称 

１
８
９
９ 

軍
機
保
護
法
を
制
定
す
る 

１
９
０
０ 

義
和
団
事
件
・
北
清
事
変
が
起
こ
る 

 
 
 
 
 

治
安
警
察
法
を
制
定
す
る 

１
９
０
１ 

官
営
八
幡
製
鉄
所
操
業
開
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
９
０
２ 

日
英
同
盟
を
結
ぶ 

１
９
０
４ 

日
露
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
０
５ 

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
結
ぶ 

１
９
０
６ 

南
満
州
鉄
道
を
設
立
す
る 

１
９
１
０ 

大
逆
事
件
が
起
こ
る 

韓
国
を
併
合
す
る 

朝
鮮
総
督
府
設
置 

１
９
１
１ 

関
税
自
主
権
を
回
復
す
る 

中
国
で
辛
亥
革
命
が
起
こ
る 

１
９
１
２ 

大
正
元
年 

 
 
 
 
 

第
一
次
護
憲
運
動
が
起
こ
る 

中
国
南
京
に
中
華
民
国
が
樹
立
さ
れ
る 

１
９
１
４ 

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る 

日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦
す
る 

 

（
日
本
軍 

山
東
半
島
青
島
・
南
洋
諸
島
攻
略 

 
 

飛
行
機
に
よ
る
ド
イ
ツ
青
島
要
塞
・
市
街
爆
撃
） 

１
９
１
５ 

中
国
に
21
カ
条
の
要
求
を
出
す 

１
９
１
８ 

米
騒
動
が
起
こ
る 

シ
ベ
リ
ア
出
兵 

         

第
一
次
世
界
大
戦
終
結 

１
９
１
９ 

朝
鮮
で
三
・
一
独
立
運
動
が
起
こ
る 

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約 

(

日
本 

山
東
省
・
南
洋
諸
島
領
有) 

中
国
で
五
・
四
運
動
が
起
こ
る 

１
９
２
０ 

国
際
連
盟
に
加
盟
す
る 

１
９
２
３ 

関
東
大
震
災
が
起
こ
る 

１
９
２
４ 

中
国
で
第
一
次
国
共
合
作 

１
９
２
５ 

治
安
維
持
法
を
制
定
す
る 

男
子
普
通
選
挙
法
を
制
定
す
る 



１
９
２
６ 

昭
和
元
年 

１
９
２
７ 
第
一
次
山
東
出
兵
開
始 

１
９
２
８ 

治
安
維
持
法
を
改
正(

最
高
刑 

死
刑
） 

張
作
霖
爆
殺
事
件 

第
二
次
・
第
三
次
山
東
出
兵 

１
９
２
９ 

世
界
恐
慌
始
ま
る 

１
９
３
１ 

柳
条
湖
事
件
・
満
州
事
変 

 
 
 

（
関
東
軍
が
満
州
全
域
を
制
圧 
錦
州
爆
撃
） 

１
９
３
２ 

満
州
国
を
建
国
す
る 

 
 
 
 
 

第
一
次
上
海
事
変
が
起
こ
る 

 

 
 
 
 
 

五
・
一
五
事
件
が
起
こ
る 

１
９
３
３ 

国
際
連
盟
を
脱
退
す
る 

１
９
３
６ 

二
・
ニ
六
事
件
が
起
こ
る 

１
９
３
７ 

盧
溝
橋
事
件 

日
中
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 
 

日
独
伊
防
共
協
定
を
結
ぶ 

 
 
 
 
 

通
州
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 
 

第
二
次
上
海
事
変
が
起
こ
る 

 

渡
洋
爆
撃(

上
海
・
南
京
・
揚
州
・
九
江) 

         

南
京
占
領 

南
京
事
件 

１
９
３
８ 

国
家
総
動
員
法
を
制
定
す
る 

重
慶
大
爆
撃(

～
４
３ 

２
１
８
回
） 

（
重
慶
、
成
都
・
楽
山
・
自
貢
の
四
川
省
各
都
市
） 

１
９
３
９ 

重
慶
大
爆
撃 

五
・
三
、
五
・
四
空
襲 

 

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件 

国
民
徴
用
令
を
出
す 

ド
イ
ツ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻 

 
 
 
 
 

第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る 

１
９
４
０ 

日
本
軍
の
三
光
政
策 

重
慶
大
爆
撃 

百
一
号
作
戦 

日
独
伊
三
国
同
盟 

 
 
 
 
 

日
本
軍
北
部
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
進
駐 

 
 
 
 
 

国
民
優
生
法
・
国
民
体
力
法
を
制
定
す
る 

１
９
４
１ 

治
安
維
持
法
を
改
正 

(

準
備
行
為
・
予
防
拘
禁) 

国
防
保
安
法･

国
民
学
校
令･

防
空
法
改
正 

重
慶
大
爆
撃 

大
隧
道
窒
息
惨
案 

重
慶
大
爆
撃 

百
二
号
作
戦 

日
ソ
中
立
条
約 

 
 
 
 
 

開
戦
詔
書  

真
珠
湾
攻
撃
・
マ
レ
ー
侵
攻 

 
 
 
 

 
 
 
  

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
始
ま
る 

１
９
４
２ 

米
軍 

ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
空
襲 

（
東
京
・
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
・
名
古
屋
・
神
戸
） 

 
 
 
  

蘭
領
東
印(

現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア)

占
領 

ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦 

 
 
 
  

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
い 

 
 
     

ソ
ロ
モ
ン
海
戦
・
南
太
平
洋
海
戦 

         

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
い 

 
 
 
 
 

キ
ス
カ
島
上
陸
・
ア
ッ
ツ
島
上
陸 

 
 
 
 
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ポ
ー
ト
ダ
ー
ウ
ィ
ン 

空
襲 

タ
ウ
ン
ズ
ヴ
ィ
ル
空
襲 

１
９
４
３ 
ア
ッ
ツ
島
玉
砕 

 
 
 
   

イ
タ
リ
ア
が
降
伏
す
る 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦 

 

学
徒
出
陣
が
始
ま
る 

１
９
４
４ 

サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
島
を
米
軍
が
制
圧 

 
 
 
   

米
軍 

北
九
州
初
空
襲
・
全
国
都
市
空
襲 

     
(

佐
世
保
・
福
岡
・
那
覇
・
大
村
・
大
牟
田
・ 

     
 

熊
本
・
東
京
・
名
古
屋
・
浜
松
・
大
阪
・ 

横
浜
・
清
水
） 

 
 
 
 
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
海
戦 

神
風
特
攻
隊
初
出
撃 

風
船
爆
弾
を
千
葉
県
等
か
ら
米
国
へ 

１
９
４
５ 

硫
黄
島
の
戦
い 

 
 
 
 
 

米
軍 

東
京
大
空
襲
・
全
国
都
市
空
襲 

(

８
・
15
ま
で
複
数
回) 

(

東
京･

横
浜･

名
古
屋･

京
都･

太
田･

浜
松･

大
阪･ 

立
川･

川
崎･

八
王
子･

盛
岡･

瀬
戸･

尼
崎･

神
戸･ 

知
覧･

東
市
来
町･

出
水･

西
之
表･

日
南･

鹿
児
島･ 

大
分･

阿
久
根･

喜
入･

八
幡
浜･

呉･

光･

清
水･

郡
山･ 

静
岡･

岡
崎･

沼
津･

串
本･

豊
橋･

下
関･

田
辺･

高
知･ 

芦
屋･

新
宮･

西
宮･

豊
中･

御
坊･

明
石･

千
葉･

日
立･ 



四
日
市･

北
九
州･

大
牟
田･

福
岡･

津･

大
垣･

徳
島･ 

鈴
鹿･
堺･
佐
世
保･

宇
部･

岡
山･

延
岡･

宇
和
島･ 

海
南･

姫
路･
高
松･

甲
府･

和
歌
山･

岐
阜･

仙
台･ 

熊
本･

高
崎･

敦
賀･
穎
娃(

え
い)･

宇
都
宮･

青
森･ 

釜
石･

室
蘭･

釧
路･
帯
広･

根
室･

本
別
町･

旭
川･ 

平
塚･

川
内･

桑
名･

桐
生･
館
山･

銚
子･

磐
田･

徳
山･ 

荒
尾･

島
原･

水
戸･

佐
賀･

富
山･
垂
水･

宇
土･

豊
川･ 

福
山･

坂
田･

久
留
米･

日
南･

上
田･
熊
谷･

岩
国･ 

佐
伯･

伊
勢
崎･

秋
田･

桐
生･

小
田
原･
木
更
津
・
・
） 

         

沖
縄
で
地
上
戦
が
行
わ
れ
る 

 
 
 
  

ド
イ
ツ
が
降
伏
す
る 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
る 

 
 
 
  

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る 

 
 
 
  

ソ
連
が
侵
攻
す
る 

 
 
 
 
 

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る 

 
 
 
 
 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る 

 
 
 
  

玉
音
放
送 

終
戦 

 
 
 
  

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
で
降
伏
調
印 

 
 
 
 
 

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る 

 
 
 
 
 

国
際
連
合
が
成
立
す
る 

１
９
４
６ 

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る 

１
９
４
７ 

教
育
基
本
法
・
労
働
基
準
法
・
地
方
自
治 

法
が
公
布
さ
れ
る 

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る 

１
９
４
８ 

大
韓
民
国
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が

成
立
す
る 

１
９
４
９ 

北
大
西
洋
条
約
機
構(

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ)

が
成
立 

 
 
 
 
 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国(

西)

・ 

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国(

東)

が
成
立
す
る 

１
９
５
０ 

朝
鮮
戦
争
が
起
こ
る(

～
１
９
５
３) 

１
９
５
１ 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・ 

 
 
 
 
 

日
米
安
全
保
障
条
約
を
結
ぶ 

    

【
参
考
資
料
】 

 

「
と
も
に
学
ぶ
人
間
の
歴
史
」 

中
学
社
会 

歴
史
的
分
野 

学
び
舎 

「
最
新
世
界
史
図
説 

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」 

十
二
訂
版 

帝
国
書
院 

母
と
子
で
見
る
３｢

日
本
の
空
襲｣ 

草
の
根
出
版
会 

東
京･

ゲ
ル
ニ
カ･

重
慶｢

空
襲
か
ら
平
和
を
考
え
る｣ 

岩
波
書
店 

 

昨
年
、
明
治
１
５
０
年
と
し
て
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま

し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
前
半
（
１
８
６
８
～ 

１
９
４
５
年
）
は
、
戦
争
の
繰
り
返
し
の
歴
史
で
し
た
。 

国
内
で
は
、
旧
幕
府
軍
と
の
戦
い
、
各
地
の
士
族
に
よ
る

反
乱
の
鎮
圧
。
国
外
で
は
、
欧
米
列
強
の
後
を
追
い
、
台
湾
、

朝
鮮
半
島
、
中
国
へ
と
軍
隊
を
派
遣
し
、
や
が
て
、
イ
ン
ド

シ
ナ
、
マ
レ
ー
半
島
、
南
洋
諸
島
・
・
・
と
戦
争
を
拡
大
。 

１
９
４
５
年
（
昭
和
２０

年
）
８
月
１５

日
の
玉
音
放
送
、

９
月
２
日
の
降
伏
文
書
調
印
で
戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

(

国
外
で
は
、
戦
争
が
続
い
て
い
た
地
域
も
あ
り
ま
す
が)

そ
の
間
、
国
内
外
に
お
び
た
だ
し
い
犠
牲
者
を
生
み
出
し
、

後
に
残
っ
た
の
は
瓦
礫
の
山
と
焼
野
原
で
し
た
。 

「
日
本
国
憲
法
」
の
も
と
、
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
が
、 

こ
れ
か
ら
、
こ
の
国
は
、
ど
こ
へ
向
か
っ
て
進
む
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
選
ぶ
の
は
、
私
た
ち
で
す
。 

 

 


